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DL=370.00

DL=365.00

路 線 名

林道区分

年　　度

名　　称

施 行 地

縮　　尺 設 計 者審 査 者

施行主体 鳥　　取　　県

設計速度

事 業 名

級別区分

葉中 番

桑原河内線(小畑工区)

森林基幹道

平成　　年度

2 級

林道開設事業

20 km/h

鳥取県 鳥取市 青谷町 小畑
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FH

FH

ガードレール(土中用)

水路兼用路肩保護コンクリート
(WP1)

CL

CL

用地幅杭

用地幅杭

用地幅杭

切 土 部 盛 土 部

5.00

C2:機械掘削

C1:人力併用機械掘削

表層：再生密粒度アスコン t=4cm

路盤：粒度調整砕石M-30 t=7cm

(拡幅)

(拡幅)

1.5m以上

0
.
5
m
以
上

用地幅杭

補強土壁工(ジオグリッド)

B3:補強土盛土

B2:路床盛土
B1:路体盛土

路　床　土
設計CBR≧20

注1）舗装厚については、設計CBR20を想定しているが、別途CBR調査
　　 を行い決定する必要がある。
注2）切土法面勾配については、土砂を想定しているが、地山条件に
　 　相違が生じた場合は、協議を行うこと。
　 　また、切土法面保護工は、施工時での土質状況、土壌硬度、礫
　 　の有無等の状況により変更が必要である。

C1:人力併用機械掘削

標 準 断 面 図
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C1:人力併用機械掘削

C2:機械掘削

プレキャストL型側溝
1号

(250)
表層：再生密粒度アスコン t=4cm

路盤：粒度調整砕石M-30 t=7cm
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ガードレール(土中用)

水路兼用路肩保護コンクリート
(WP1)
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用地幅杭

用地幅杭
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F:埋　戻

E:床　堀

(Gr-C2-3E)

(Gr-C2-3E)

1：
0.8

丸太法面保護工
（間伐材利用）

丸太法面保護工
（間伐材利用）

丸太法面保護工
（間伐材利用）
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壁面の露出する部分は
植生シートにより緑化

写真2. 補強土壁工施工事例写真1. 丸太法面保護工施工事例

1:0.3

表層：再生密粒度アスコン　t=4cm

路盤：粒度調整砕石M-30　　t=7cm

1:1.0

表層：再生密粒度アスコン t=4cm

路盤：粒度調整砕石M-30 t=7cm

舗装構成
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